






























































































































































































































が整理されていない、④4Ps分類(消費者のニーズ、 consumerneeds， 消費者の欲求 consumer

















































































⑤成人教育への関心が見られる。そこでは 「ベダゴギー ・モデノレ (pedagogymodel) J (r教師
が主体となって教科内容を教えるタイプの学習であり、コミューニティが『消費者Jの役者jを果
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2004年2月にNCSL(National Col1ege for School Leadership)を訪問し、 JoyceMatthews 
氏から終日、スクーノレリーダーシップのための研修を受講する機会を得た。 NCSLだと思っていた








るものである。これまでイギリスは OFSTED(英国教育水準局 Office for内 Standardsin 
Education)で、すぐれた成果を生んでいると認定された学校に対して国が直接資金を出して学校
づくりを展開してきた。 Academy，Free School， Teaching Schoolなどの名称で呼ばれている学
校である。このうちTeachingSchoolは養成機能を期待されている学校である。たとえばLampton
Schoolはロンドン郊外の男女共学校の OutstandingAcademy and National Teaching Schoolで
ある。つまり Academyであると同時に教師の育成 (TeachingProfessional Development)を期















それでは学校に自治がなければ教育マーケティングはありえないのかo client value， social 






日本経済新開にKotlerの「私の履歴、書J(2013年 12月 1日'"'-'12月30日)が載っているoKotler 
はここでマーケティングは「業績向上と顧客の価値・ 満足を創造することで人々の生活の改善を
目指す実践的な学問だJとしている。この連載と著者の研究を重ね合わせてみると、 Kotlerのマ
ーケティング研究者、教育者として、さらに世界の困難な幾多の問題に関心を示しその解決にあ
たってきた足跡などを知り、 こうしたKotlerの仕事や生き方からマーケテイング研究を仮り返る
とどうなるか、 著者に開いてみたいと ころである。
さらにKotlerの言い分は価値を生むものは資本だけではない。伝統的にはマルクスの労働価値
説もあった。マーケティングは価値を生み、創造するとしづ認識である。だからマーケティング
学は経済学なのだと言う。それではマーケティングが生む価値とはどんな価値なのか。その生む
価値がし1かなるものかによってマーケテインク、論が教育マーケテイング論として進化し、もしく
は蘇ることが可能になるのか、こんな期待と疑問も出てきた。久々に学問研究の醍醐味を味わっ
た研究であり、 書で、あった。
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